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要 旨前報では，実験室内における鞍馬モデル上で馬術的な姿勢をとった際の，下腿部と長靴の形

状変化をテールマトグラフ法によって観察し，馬場馬術用，障碍飛越用それぞれの長靴に要求される要件

を調べた。今回は，実際の競技会での長靴の形状を観察し，鞍馬モデル上で示された点が実馬上ではよ

り明瞭に現れていることを確認した。障碍飛越用長靴では，馬場馬術用と比較して，人体下腿部の運動

性への対応が，全体にラフなスタイルの中でなされていたが，それでも歩行動作に対しては必ずしも対

応しているとは限らなかった。

I 序

鞍馬モデル上での検討1)2)において，殊に障

碍飛越姿勢時では，膝および足根関節の大きな

運動により，下腿部を覆う長革Itにはそれらの動

きへの対応が要求される点が示唆された。そこ

で，本報では，実際の競技中の長靴の着装状態

を観察し，人体下腿部の動きとの対応や外観の

美性を考察した。

E 方 法

競技会観戦における目視観察ならびに，写真

撮影による検討を行なった。

観戦した競技会は，スナーフェル号記念馬術

大会(1992年8月6日，於馬事公苑)である。ま

た，この競技会での写真の他，1乗馬ライフ」誌3)

より，ストックホルム世界選手権(1990年7月24

日 ~8 月 5 日)，バルセロナオリンピック (1992

年 7 月 ~8 月)の写真も合わせて資料とした。

串本学講師服装意匠学
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着装された長靴の写真は，輪郭と表面の形状

変化(シワなど)を線画によって描きおこし，

種目および，観察方向ごとに整理して示した。

比較検討のため，同側(左側)長靴として表現

した。

E結果

[nト1 競技会観戦による観察]

スナーフェル号記念馬術大会(障碍飛越競技

会)は，早朝より夕刻まで行なわれたが，選手

やウマ扱いの人々は，ほとんど一日中長靴を履

いているように見受けられた。馬場以外の通路

や(写真 1) ，障碍コースの下見での歩行の際

はもちろん，競技場近くのレストランや馬具庖

へ出かける際もそのままであるようであった。

競技場係員では，ややルーズフィット気味の

練習用長靴に相当するものの着装も見られた。

選手では，胴部や足根部の皮革が非常に柔軟そ

うなタイプのものや，足根部が編み上げタイプ

のものが見られた。準備馬場での下乗り(コー

チなどが，出場する選手のウマの準備運動をす



写真1 障碍飛越競技会場における歩行動作， 写真2 障碍飛越競技における常歩動作(やや脚を使う)，
(スナーフェル号記念馬術大会) (スナーフェル号記念馬術大会)

る)では，長靴ではなく，短靴にレッグチヤツ

プスの着用も見られた。

当日は気温が高かったため，馬場馬術競技会

では行なわれないルールであるが，ジャケット

の着用が義務づけられなかった(写真2)。馬

場馬術と比較して(写真 3)，障碍飛越競技で

開警護

写真3 馬場馬術競技会における伸長駈歩(外方脚)，
(バルセロナオリンピック大会，乗馬ライフ

誌NO.72より転載)
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は全身的にラフな印象を与え，柔らかい皮革の

長靴表面のシワなども浮き立ってしまうことは

無い印象であった。

[lII・2 長靴の形状の観察]

表 1~3 は，着装された長靴の写真より描き

起こした図である。(表1の図 1~ 9 ，地上で

の歩行，障碍飛越競技会のみ，表 2 の図10~

19; I葎碍飛越競技中，表 3 の図20~25 ;馬場馬

術競技中。)長靴に近接した，鐙，鐙革，鞍下

ゼッケンなど(歩行にあっては砂が深い場合の

地面も)は破線で表現しである。また，図の煩

雑さを避けるため，拍車は除いて表現した。

lII-2-1地上での歩行動作

長靴のタイプは，図 3，7のものがさほど柔

らかい草ではなく，ややルーズフィット気味で

ある以外，比較的柔らかい草で製作されたタイ

プである。支持脚では(図 1，3， 6， 8)， 

排腹筋部下半(外側)部とアキレス健部に屈曲

ジワが生じる。図 1や6を見ると，アキレス臆

部に大きな食い込むような凹み(白矢印部)が

存在している。また，やや後面や後面から見る

と，排腹筋部外側面が，外側方向へ膨満してい
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る様子が観察される(図 3，6， 8の黒矢印部)。

蹴る寸前の強い支持脚では(図 5，7)，後面

のシワは残っているものの，足根部前面の屈曲

ジワが強くなっている。空間期では(図 2，4， 

9) ，長靴の胴部に全体的にシワが生じている。

ill-2 -2 障碍飛越での騎乗動作

長靴は，図11，16， 19の足根部が編み上げタ

イプ，図15のやや堅めの革を用いた非編み上げ

タイプ，図17の短靴にレツグチャップスで，その

他は比較的柔らかい草を用いたタイプである。

まず，飛越する前の助走や準備運動の動作で

ある(図13，16， 17)。図13は常歩でやや脚を

使ってウマを推進している。足根部に前方へ聞

いたハの字型の屈曲シワが存在(黒矢印部)す

るほか，長靴の胴部全体に(外側面)小波のよ

うに凹凸がある。また，指の付け根部にも屈曲

シワ(黒小矢印部)が存在している。外側やや

後面から，速歩あるいは常歩でやや脚を使って

いる状態の長靴(図16) とレッグチャップス

(図17)を比較してみると，長靴では，排腹筋

部外側から腫にかけての斜めの長いシワ(図16

黒矢印部)が目立つのに比べて，レッグチヤツ

プスではハの字型のシワ(図17黒矢印部)はあ

るものの図16のように長くはない。また，排腹

筋部後面一帯に，横方向の小さなシワが存在し

ている。

飛越中を前面・やや外側から見ると，足根部

が非編み上げタイプの長靴では足根部前面に数

本のシワが寄る(図10黒長矢印部)。長靴胴部

の外側面には小波状のシワがいくつも生じ，ま

た外果付近(長靴の胴部と足部の境付近)で，

長靴の輪郭が一旦凹む(図10，11黒短矢印部)

事は，編み上げ，非編み上げ長靴に共通してい

る。長靴胴部の小波様のシワは，後面では例え

ば図19のようになる。図19の排腹筋部外側から

腫にかけての斜めのシワ(黒小矢印部)は，速

歩で、脚を使った場合のもの(図16)と共通する

方向である。

足根部が伸展してしまった飛越体勢の場合に

は，足根部前面の屈曲シワが目立たなくなり，

外果付近の凹みが目立つ(図12黒小矢印部)。
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また，飛越時に下腿が後方へ流れた場合でも，

足根が伸展し，長靴は図12と同様な形状となる

(図15)。ただし，この長靴はやや堅めの革で作

られているタイプである。

飛越からの着地の際には，足根部や長靴胴部

のシワ群のほか，排腹筋部カミらアキレス臆部に

かけての長靴後面の輪郭が後方へ膨満している

(図14黒矢印部)。大きな障碍をいくつも通過し

てコースをクリアーしていくにつれ，長靴のト

ップラインが下方へズレ，長靴胴部や足根部の

シワ群が深めになることもある(図18)。

E開 2-3 馬場馬術での騎乗動作

長靴のタイプはいずれも堅めの革製のもので

ある。

図20~25ともに，長靴胴部と足部の境に屈曲

シワが集中し，長靴胴部にはシワは目立たない。

図22と図24の長靴の胴部にややシワが存在して

いるのは(黒小矢印部)，これらの長靴が馬場

馬術用の中では，やや柔らかい草を使って作ら

れているからであろう。胴部に小さなシワは生

じても，他の長靴と同様に，胴部外側面の輪郭

線はスッキリと端正である。そしてそのライン

の上方への延長線は，人体の後膝部に接するほ

ど長く伸びている(図20，21)。同じパッサー

ジュの場面で，脚をやや後方にして使っている

図20と図24を比べると，堅い革製の図20では長

靴胴部の外側後面のラインはやや膨満し(図20

黒矢印部)，柔らかい革製の図24では小波様の

シワ(図24黒矢印部)となっている。

指の付け根付近では，屈曲シワが生じている

ことが，図20，21， 22で認められる(黒小矢印

部)。図23や図25の伸長駈歩では，鐙草がやや

弛んでいる(白矢印部)。

U 考 察

人体下腿部の動きによる変形との対応，ならび、

に全身の乗馬服の中での美性について考察する。

[lV -1 下腿の動作との対応]

まず，歩行動作との関係である。裸足での歩

行動作をデルマトグラフ法で調べたところ2)，



支持脚の位相では， (直立時に比べて)排腹筋

部が外方に，アキレス臆部が後方に張り出して

いた。今回観察した長靴のうち，排腹筋部外側

面が外側方向へ膨満する場合には(図 3，6，8)， 

排腹筋の張り出しに長靴が対応している可能性

がある。しかし，アキレス臆部の大きな食い込

むような凹み(図 1， 6)は，人体のアキレス鵬

部の張り出しと対抗してしまう。これは，聞き

取り調査での，馬術用長靴での歩行動作では，

アキレス鵬が靴のシワにあたって痛い，という

回答があった事と一致する1)。強い支持脚の位

相では，人体の前腔骨筋などの臆が足根部前面

で張り出し，また足根関節が強く屈曲した。長

靴の外観では，胴部後面のシワは完全には消え

ず，足根部前面の屈曲シワが強くなっている。

何よりも，足根関節の強い屈曲に対応する変形

であるが，足根部前面の屈曲シワが，前腔骨筋

腫の外表に当たらないように長靴が屈曲しなけ

ればならない。かといってユトリが多すぎた場

合には，腫が長靴の腫音防、ら浮いてしまうであ

ろう。前方空間期では人体の前腔骨筋腹部が張

り出し，後方空間期では人体前頭骨筋部，勝腹

筋部ともに前方へやや凸の輪郭となった。これ

らの人体の変化と今回の長靴外観の観察結果と

は，はっきりと対応させられないが，比較的柔

らかい革製の長靴の場合には，長靴胴部に全体

的にシワを生じることによって，人体下腿部の

変形に追随していると考えられる。ただし，長

靴胴部と人体下腿部聞にユトリがありすぎる

と，聞き取り調査のように1)，足の甲で長靴を引

っ張り挙げる感じとなってしまうのであろう。

次に障碍飛越競技中の動作である。

脚を強く使ってウマを推進する動作では，人

体足根関節が強く屈曲し，足根部後面は上下方

向に伸展し，前頭骨筋筋腹部と(外倶U)排腹筋

部が張り出した。足根部の強い屈曲や足根部後

面の伸展に対しては，長靴では足根部の屈曲シ

ワの他，排腹筋部外側から躍にかけての斜めの

長いシワで対応している(図16)。実験室内で

の障碍飛越用長靴の着用実験では2)，脚を使っ
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た扶助動作時でも，長靴胴部の変形は，後面の

ラインがやや膨満するまでであり，実馬上での

ような斜めの大きなシワまでは現われなかっ

た。長靴の革の硬軟や，ウマとの関係における

その時々の運動の強さの相違などの諸条件によ

って異なるであろうが，少なくても障碍姿勢を

とる場合には，長靴胴部外側面から後面にかけ

てには，変形のためのユトリが必要である。

(足部と腔部が別々の短靴とレッグチヤツプス

ではこのようなヲ|かれシワは生じず，小さなシ

ワの群で対応、している(図17))。歩行動作の支持

脚では，この部が膨満し，人体排骨筋部の張り

出しへの対応もしていると考えられたが，歩行

時以上に馬術での脚扶助動作のためのユトリの

方が多く必要だとすると，歩行時のこの部の膨

満は過膨満である。この過膨満の分がアキレス

臆部の食い込むような凹みを圧迫し，歩行動作

を妨げている可能性も考えられる。また，実験

室内での障碍姿勢での脚の扶助動作時では，馬

場馬術姿勢に比べて鐙が短いために，常に腫は

下がっていた。しかし，実馬上では，ゆるやか

な動きである常歩時でさえ，腫をやや挙上させ

てウマに推進扶助を与えることがありえる(図

13)。この長靴は柔らかい革製であり胴部にシ

ワが多いが，これらのシワは，足根関節を強く

屈曲させる姿勢になった時のためのユトリ分で

あると解釈できる。さらに指の付け根部分の屈

曲シワについては，図13のように足根関節がや

や伸展してなおかつ鐙を踏んでいようとすれ

ば，自然に指の付け根も伸展される。このよう

な動作は，裸足時で2)，鐙が長い馬場馬術姿勢

で脚を使う扶助をとった時と一致する動作であ

る。また，歩行動作での，蹴り出す寸前の動作と

も一致している。しかし，例えば腫を下方へ踏

み込んで、脚を使う場合には，裸足では指は屈曲

されていた。指が屈曲させる方向に力が加えら

れるのだとしたら，長靴はそれに追随して行く

方が良いのか，それとも逆に指が曲がらないよ

うに支える方が良いのかは判らない。障碍を飛

越している最中の場面では，図10，11， 19のよ

うな下腿の姿勢は，実験室内の場合でも見られ



た。人体の下腿部は，

鐙の上に立ち上がった

2ポイント姿勢(註1)や

飛越姿勢では，ウマに

推進を与える脚扶助を

使う時ほどには排腹筋

部の前後幅が広くはな

らなかったカ汽 2ポイ

ント姿勢では，足根関

節の屈曲は深くまた，

排腹筋部下半の外側か

ら腫に向けての回り込

みが強かった。そして，

長靴の足根部は深い屈

曲シワで対応し，胴部

では縦方向のデルマト

グラフは回り込!む排腹

筋部に沿うと共に，胴

部前面は僅かに後方へ

向かい腔骨縁にフィッ

トするかのようであっ

た。馬場馬術用長靴で

この姿勢をとると長靴

胴部は全体的に膨満

し，ヒカガミや足根部

が人体を強く圧迫し，

不快:なものであった。

また，ゴム製の長靴で

は胴部前面が膨満し，

足根部の屈曲は確定せ

ず，足尖が外方を向い

てしまい，被験者の感

覚としては，下腿前面や足の甲部は長靴と離れ

て不安定な感じを抱かせた。実際の競技におけ

る実馬上では，足根部が非編み上げタイプでは

特に足根前部に屈曲シワが多く現われ(図10)

ていた。また，長靴胴部外側面のシワの群は，

回り込む排腹筋部への対応の結果で、あろう(図

10， 11， 19)。そして，外呆付近の長靴の輪郭

の凹み(図10，11)は，腔部と足部との境で頻

繁に起こる運動への対応のために，足根関節が

乗馬服のための人間因子

表1 歩行時(障碍飛越競技)の長靴の変形

外側(やや前面) 外側J(やや後面)

1支持脚
2前方空間期
(着地寸前)

3着地一支持

内側

4 (前方)空間期 5 ~食い支持
(蹴る寸前)

内側IJ (やや後面)

7強い支持
(蹴る寸前)6支持脚

後面

日
目
瑚 9後方空間期

(蹴り上げ)

屈曲して足根後部が伸展するような姿勢時でも

なお，屈曲シワが伸びきれず、に残っていると考

えられる。飛越姿勢の中でも，実際の競技場面

でこそ現われる姿勢があった。図12，15のよう

に飛越最中に足根関節が伸展してしまう姿勢

や，図14のような実際の飛越後の着地の位相，

そして，飛越中に長靴がズリ落ちてくるケース

である。足根関節が伸展されれば当然長靴の足

根前面の屈曲シワは減少する。しかし，このよ
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表2 障碍飛越競技時の長靴の変形

前側(やや外面)

も
10 飛越 11 飛越

外倶u

¥ 

13 常歩
14 飛越一着地(やや脚を使う)

外側(やや後面)

J 
16 速歩 17 常歩・チャップス
(外側脚) (やや脚を使う)

後面

19 飛越

うな体勢になってしまった場合でも，長靴の方

に足根部屈曲のクセがついている事で，必要以

上の足根関節伸展や外旋の防止に役だっている

のかもしれない。着地の際(図14)はおそらく

ウマの勢いをすばやく騎手の手の内に戻すため

に，推進扶助を使ってもいるのであろう。長靴

胴部後面の膨満は，前報での脚を使った推進扶

助の際に，障碍飛越用長靴にあらわれたものと

共通している。図18の競技場面は，このウマに
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12 飛越

、
15 飛越

18 飛越

は難しいコースであっ

たのか，無理をして飛

越している感じがあ

る。そのため飛越のタ

イミングも理想のよう

には行かず，騎手がや

や先んじて飛越体勢を

とり，鐙革がたるんで

いる。おそらく走行中

随所で脚扶助を強く使

う必要があり，結果と

して長靴のトップライ

ンがややズリ落ちる事

になったのであろう。

障碍飛越競技では，こ

のような場面も想定さ

れることなので，長靴

のトップラインには，

大きなアクションの繰

り返しによってもある

限度以上はズリ落ちな

い工夫が施されている

のだと思われる。

さて，馬場馬術競技

中の動作である。

馬場馬術では，障碍

飛越に比べて，膝関節

や足根関節の大きな目

に見えるような屈伸運

動は少ないが，それで

も前報で裸足状態で観

察してみると，排腹筋部には推進のための圧が

かかり，足根関節部では伸展や外旋の動きが見

られた。実馬上での脚を使う扶助の際，殊にパ

ッサージ、ユやピアッフェ(註2)のようにやや脚全

体を後方へ51いて推進扶助をとる際には足根部

はやや伸展し，外旋している(図20，21， 22， 

24)。しかし，長靴胴部外側面や後面のライン

の形状はそのような脚の運動を見た目に感じさ

せないようにデザインされている。脚を使って
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弘前報の裸足の側面

から見た「気を付け」

時，後面から見た「内

方脚」時2)に似た輪郭

表3 馬場馬術競技時の長靴の変形

外恨IJ(やや前面)

20 パッサージュ
21 ビアッフェ 22 パッサージュ

(空中期)

に形作られている。歩

度が伸びた駈歩では，

鐙革がたるむ程ウマの

前進気勢が旺盛でLある

が(図23，25)，それ

でもその事が悟られな

いような外観を，長靴

はf呆っている。

外債IJ

足根部の屈曲シワは

馬場馬術用と言えども

必要なものである。し

かし，堅さもあること

で，脚を使った際の不

必要な足根部内反運動

はおそらく規制されて

いることだろう。足根

関節が伸展気味の姿勢

で鐙を踏むには指の付

け根は背屈した方がよ

いのか，今後検討する

22 伸長駈歩(空中期)
内方脚

後佃J(やや外面)

25 伸長駈歩(空間期へ
の寸前)・内方脚

必要がある。

長靴胴部の革の堅さは，外見の端正さの他，

実際に排腹筋部の過変形を防いでいることであ

ろう。

[Thム2 美性について]

ヨーロッパ中世の貴族文化を現代に受け継い

だ馬術競技は，競技の機能性ばかりではなく，

品格のある美観を重要視している。障碍飛越競

技では，美性が直接得点、を支配することはない

が，それで、もただ動きやすい服装ならば良いの

ではなく，コスチュームの形や色が指定されて

いる。馬場馬術ではさらにシビアな規定が存在

している。

品格，の対極に下品があるとすれば，そして

これを人体との関係で考えていこうとした時，

体の線をどこまで表面にあらわすか，によって

見て行くことができょう。

( 101 ) 

24 パッサージュ

ごく単純に，裸ウマに裸で乗る事を想定して

みる。ウマも背中が痛いだろうから，敷物を置

く。跨がる人体の方も股のある着衣(人体尿生

殖部を覆った衣服)を着た方が具合がいいであ

ろう。アラビア半島の遊牧民族が，寒帯でもな

いのに女性もズボン姿である理由は，この事が

端的な理由であると思う。

身にまとう衣服が少なくて，必要最低限の部

分しか覆わない環境では，肌の露出面積が多く

ても，むしろ情緒的魅力は感じさせないかも知

れない。しかし，顔を別として，身体の大部分

を衣服で覆うことが前提となった場合には，露

出された肌や，あるいは体の線を想像させる衣

服の壌は，このような情感を表出することにな

ろう。

乗馬服で考えると，古くは神殿のレリーフ像



に刻まれているような古代ギリシャ時代のキト

ン型の衣服をはじめ，地中海沿岸の燦々と輝く

太陽の光の国々では， ドレープ性の強い衣装が

着られている。一方，ゲルマン民族の故郷，北

方の乗馬服は，サック型のような，厳格な硬質

な衣装である。その最も端的なものは，中世騎

士の甲骨姿であろう。重装備に身を固めた，文

字通り重厚な，重い中世騎士を背に乗せて支え

ていたのは，北方の森林ウマ，重種なのである。

さて，現在オリンピックなどで行なわれてい

る競技馬術のうち，障碍飛越馬術と馬場馬術の

服装を考えると，どちらも19Cイギリス上流社

会の男性の礼服が基礎となっている。とはいえ

ども，その中で比較してみると，障碍飛越の方

がややラフなスタイルであり，馬場馬術の方が

厳めしい。換言すれば，障碍飛越の方が，かた

ちに捕われない面がある。従って，服装の規定

も緩く，気温が高い場合にはジャケットの着用

が義務づけられない場合すらある。

長靴に注目すると，障碍飛越用では，長靴の

胴部表面に多くのシワが目立つような柔らかい

革で機能性を持たせても，全体の調和を乱すこ

とはない。全体のスタイルが，長靴の派手なシ

ワを吸収してしまうような開放性を持っている

からである。だからこそ，脚の運動に対する長

靴の対応を，長靴の皮草の柔軟さに求めて解決

する方法が可能でもあるのだ。

それに比べて馬場馬術では，あくまでも威厳

のある品格の中での機能であり美性である。長

靴でも胴部の目立ちすぎるシワは似合わない。

多少柔らかい素材を用いるとしても，シワは僅

かに生じるにとどめ，しかもそのシワが長靴胴

部の端正な輪郭線を越えて自己主張することが

ないように，デザインされている。そしてあく

までも硬質な長靴胴部の輪郭線は，脚扶助によ

る足部の外旋や，強い推進気勢を持ったウマの

運動による鐙草のたるみさえ，見た目には何事

でも無いかのような端正さを保ち続けるのに役

立っている。

(102 ) 

V 結 E命

障碍飛越用，馬場馬術用各種目ごとの長靴に

要求される要件は，鞍馬モデル上での騎乗姿勢

においてより，実際の競技会における実馬上で

は，より拡大して見られた。障碍飛越用では，

外観の美性観察からは，長靴を含めた全身のコ

スチュームは，積極的にドレ}プ性を表面に表

わすものではないが，それでも馬場馬術に比べ

てラフなスタイルの中にあって，長靴の胴部表

面に，シワをつくることによって，人体下腿部

体表面の回り込みや足根関節の運動に対応して

いる事が明らかになった。しかし，その機能性

が，歩行運動に対しては，必ずしも適していな

いことも示された。
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註記

1.坐骨を鞍から離し，鐙上の両脚でバランスをと

る騎乗姿勢。

2.速歩の歩法で非常に収縮したものをパッサージ

ュ (passage)，さらに収縮してその場での速歩と

なったものをピアッフェ (piaffer)という。
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